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議第26号

令和6年度池田町公共下水道事業会計予算

（総則）

第1条令和6年度池田町公共下水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第2条業務の予定量は、

（1）接続戸数

（2）年間総処理水量

（3） 1日平均処理水量

次のとおりとする。

4，

1， 642，

4，

戸
㎡
㎡

０
０
０

０
０
０

８
０
５

（収益的収入及び支出）

第3条収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

収 入

第1款下水道事業収益

第1項営業収益

第2項営業外収益

円
円
円

千
千
千

１
３
８

６
５
０

４
３
１

１
９
１

７
１
５

９
１
１

０
２
８

支 出

第1款下水道事業費用

第1項営業費用

第2項営業外費用

第3項特別損失

円
円
円
円

千
千
千
千

３
３
０
０

８
３
９
６

６
２
９
４

５
８
５

５
４ ９

，
ｊ
７

３
９
９
４

－1－



－2－

（資本的収入及び支出）

第4条資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額156，

778千円は当年度分損益勘定留保資金156， 778千円で補てんするものとする。 ） 。

収 入

第1款資本的収入

第1項企業債

第2項他会計負担金

第3項補助金

第4項受益者負担金

円
円
円
円
円

千
千
千
千
千

９
０
２
５
２

３
０
９
６
８

２
７
９
９
５

38，

11，

1，

11，

12，

１
１

支 出

第1款資本的支出

第1項建設改良費

第2項企業債償還金

円
円
円

千
千
千

７
８
９

１
６
４

０
０
９

５
３
１

９
５
４

２
２

（特例的資本的収入及び支出）

第4条の2地方公営企業法施行令第4条第4項の規定により当該事業年度に属する債権及び債務として整理する未収金

及び未払金の金額は、それぞれ16， 266千円及び44， 536千円である。



(企業債）
灰〕0。

（一時借入金）

第6条一時借入金の限度額は、 100, 000千円と定める。

（予定支出の各項の経費の金額の流用）

第7条予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。
（1）各項に計上した経費の予定額に過不足を生じた場合における同一款内での各項間の流用。

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）
第8条次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、又はそれ以外の経費をその経費
の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。

（1） 職員給与費 20， 670千円

（他会計からの補助金）

第9条公共下水道事業に助成するため一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は、 89， 665千円である。

令和6年2月26日提出

池田町長岡崎和夫

－3－

起債の目的 限度額 起債の方法 利率 償還の方法

公共下水道事業債 111,700千円 証書借入

又は

証券発行

年4.0％以内

(但し、利率見直し方式によ

る借り入れについて、利率の

見直しを行った後において

は、当該見直し後の利率）

借入先の融資条件による。但し、企業
財政その他の都合により、据置期間及び

償還期限を短縮し、又は繰上償還もしく

は低利に借換えすることができる。
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令和6年度池田町公共下水道事業会計予算実施計画

収益的収入及び支出

款 項 目 予定額 備 考

11 下水道事業収益

01営業収益

02営業外収益

01下水道使用料

04その他営業収益

02他会計負担金

03他会計補助金

05長期前受金戻入

710,461

192,353

192,092

261

518, 108

294,384

89,665

134,059



－5－

款 項 目 予定額 備 考

21 下水道事業費用

01営業費用

02営業外費用

03特別損失

01管渠費

02処理場費

03総係費

04減価償却費

01支払利息及び

企業債取扱諸費

02消費税及び

地方消費税

04過年度損益修正損

05その他特別損失

553,683

489,233

7,280

178,632

28,791

274，530

59,990

54，427

5 9 563

4,460

100

4,360
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資本的収入及び支出

款 項 目 予定額 備 考

31 資本的収入

01企業債

03他会計負担金

06補助金

07受益者負担金分担金

01企業債

01他会計負担金

01国庫補助金

02県補助金

01受益者負担金分担金

138,239

111,700

111,700

1,992

1，992

11,965

11,534

431

12,582

12，582
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款 項 目 予定額 備 考

41 資本的支出

01建設改良費

03企業債償還金

01管渠建設改良費

02処理場建設改良費

01企業債償還金

295,017

53,068

40,000

13，068

241,949

241,949
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令和6年度池田町公共下水道事業会計予定キャッシュ・フロー計算書
（令和6年4月1日から令和7年3月31日まで）

業務活動によるキャッシュ・フロー
当期純利益
減価償却費
貸倒引当金の増減額(△は減少）
支払利息

未収金の増減額(△は増額）
未払金の増減額(△は減少）
引当金の増減額
前払金の増減額
長期前受補助金等戻入額
小計

利息及び配当金の受取額
利息の支払額
計

千円

142,720

274,530

200

54，427

△2，840

△4，333
1,511

0

1

4134,059

332， 156
0

△54．427

277，729

投資活動によるキャッシュ・フロー
有形固定資産の取得による支出
国庫補助金による収入
県補助金による収入
未収金の増減額（△は増額）
負担金による収入
分担金による収入
計

千円

△48，244

10，485

392

0

1,811

2

ll．353

△24，203

3財務活動によるキャッシュ・フロー
建設改良等の財源に充てるための企業債による収入
建設改良等の財源に充てるための企業債の償還による支出
計

現金及び現金同等物の増減額
現金及び現金同等物の期首残高
現金及び現金同等物の期末残高

千円

111,700

4130,249

123，277
28.269

一一



給与費明 細書

1.総括 (単位:千円）

(単位:千円）

－9－

区 分

職 員 数

特別職

(人）

一般職

(人）

給与費

報 酬 給 料 手 当 計

法定

福利費
合計

本
年
度

損益勘定支弁職員

資本勘定支弁職員

ダム
計ロ

０
和
０

●。①●●ｅｑｑ■。。■●●■■■■■■■■■■和合帥

0

3

0

3

0

0

0

9,703

0

9,703

8,090

0

8,090

17,793

0

17,793

2,877
■●●●■●●｡■由｡｡｡■■｡▽｡■■●■●■●●●■■■■■■

0

2,877

20,670

0

20,670

前
年
度

損益勘定支弁職員

資本勘定支弁職員

今 計口 0

●●●●●●●●●●●｡●●●●eGeeeeeeeeeeeGG●■

0 0 0 0

0

0

0 0

0

0

0

比
較

損益勘定支弁職員

資本勘定支弁職員

合 計

0

0

0

3

0

3

0

0

0

9,703
●■●●●●●■■QQQ●｡｡c●◆◆◆◆◆｡◆◆◆◆◆●◆◆◆●

0

9,703

8,090

0

8,090

17,793
■DDg0dpedddqQ●●●｡●●eCcG●●●●●●●●｡●

0

17,793

2,877

0

2,877

20,670

0

20，670

職員手当

の内訳

区 分

本年度

前年度

比 較

扶 養

636

636

通 勤

101
●●■■■●■●●■■寺■●･●qq■■■■■Q■●●●●■p■Ⅱ

101

住 居

672

672

期末勤勉

3,739
◆○◆●Ceeggeeee●･◆●◆◆◆◆d66qdq6Qd6GG

3,739

時間外

1,200

1,200

管理職

0

0

児 童

480

480

特殊勤務

0

0

退職給付費

1,262

1,262
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2.給料及び手当の増減額の明細

3.給料及び職員手当の状況

(1)職員1人当たりの給与

(2)初任給

区 分 増減額（千円） 増減事由別内訳（千円） 説 明 備考

給料 9,703

給与改定に伴う増減分
■●●･◆Ce◆◆◆O●●●●●●eqeedeeq◆q◆●●◆●0･①自由｡●自白Cも■●●■●■■■p■■■■1

昇給に伴う増加分
■●●●｡●●ひ●■芭守白白さ●●Ged■■■●●●●●由自由●●●●b■●■■●●｡■巳①辱●｡●●●●●●●q

その他の増減分

０
》
０
吋

●
。
●
●
寺
●
■
●
●
●
■
●
●
○
ｅ
Ｇ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
。
●
◆
◆
◆
●
“
や
Ｇ
●
●
◆
ｑ
◆
叩
“
ｑ
ｑ

■
ｑ

9,703 給与の増減分

会計間異動

●■由■由●己●●■■■■■■■■■■■■■■■q■■q■｡■■●｡●●●●●●●●●●qeq◆◆･◆◆◆◆◆◆･◆◆◆◆｡◆◆◆◆◆◆CCD◆●●◆◆●･●●◆●｡●●･命qq■qOp■pppDp■■pppp

会計間異動 本年度 3人

前年度 0人

手当

8,090

制度改正に伴う増加分
、●●●◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆･●●｡●■●Gddddqddd■6◆eeGe｡●●●■●寺令p●●●■■■■■■1

その他の増減分

0
■■■q①○○○●辱辱辱辱Gee●◆qqq争C◆●①由

8,090 各種手当の増減分
dqGeeさ｡◆由●●●●●｡●■｡■■■■■q■■●■■■■■■■■■■■■■■■■■■■q●●･●●●●●●eqGG●●｡｡●●●G○●①①●GGeqc●qq●QQ0eqdddde●●●■DDopOO◆'0

扶養 636時間外 1,200

通勤 101管理職 0

住居 672児童 480

期末勤勉 3,739特殊勤務 0

退職給付 1,262

区 分 事務・技術職給料表 技能労務職給料表

令和6年4月1日現在

平均給料月額(円）

平均給与月額(円）

平均年齢（歳）

268,733

304 866

34 42

p●ddgeee◆◆◆守口●●●●●●●●●●●●●●●●●pCCoe●DDC●●●●●□●GqCo①■｡｡●■●■ぜ■■■｡■■■■■●■●己ら巳qqe■q辱qGqG■･■■qG辱GqO●I

令和5年4月1日現在

平均給料月額(円）

平均給与月額(円）

平均年齢（歳）

一
一

■
、
■
ｑ
■
■
●
●
●
●
■
■
●
Ｇ
Ｇ
Ｇ
ｅ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
。
■
ｄ
ｅ
ｄ
函
如
寺
●
函
輪
●
。
。
●
●
●
●
。
●
○
○
○
○
○
■
。
。
。
◆
◆
●
。

●

●
◇
”
稚

●

寺
酌

●

も
岫

早

如
一
釦
一

○
⑬
。
●
●
●
■
●
●
、
●
●
●
、
●
●
●
Ｃ
●
●
●
Ｃ
Ｄ
ｏ

ｂ

Ｄ
●

●

Ｄ
Ｄ
ｐ
Ｄ
●
●
●
０
●
ｐ
●
ｂ
●
■
●
■
●
●
●
。
。
■
●
●
●
●
ｅ
●
。
●
ｑ
Ｏ
ｑ
●
●
０
●
●
●
◆
●
◆
“
姉
◆
Ｇ
Ｑ
Ｇ
Ｇ
６
●
Ｑ
●
●
●
０
●
■
●
ｐ

●

区 分 事務・技術職（円） 技能労務職（円）
一般会計の制度

一般行政職（円） 技能労務職（円）

高 校 卒

大 学 卒
…罵烹罵烹罵烹罵罵罵烹罵憲罵罵烹罵扇爾雨－

196,200

151,000

~~"筆豐豐豐豐豐豐豐ﾆﾆﾆ豐豐二豐二昌竺型…
…兵扇扇罵罵扇冒意烹胃烹胃罵罵罵壼罵…

196,200

151,000

~磐豐豐豐豐豐ﾆﾆﾆ些竺二豐昌豐竺….“



(3)級別職員数

(級別の標準的な職務内容）

－11－

区 分
事務 ・ 技術職

級 職員数（人） 構成比（％）

技能労務職

級 職員数（人） I 構成比（％）

令和6年4月1日現在

級
》
級
唖
級
《
級
一
級
一
級
一
級

１
》
２
》
３
《
４
》
５
》
６
》
７

計

や
４
勺
ｑ
■
■

●
■
■
ｐ
■
■

●
●
Ｄ
Ｄ
Ｆ
■

ｌ
ｍ
ｌ
Ｍ
０
印
１
閲
０
和
０
函
０

●
●
●
ゆ
ｂ
ｂ

Ｆ
ａ
■
◆
■
。

■
■
●
●
●
■

■
●
●
◆
ａ
。

■
■
■
Ｆ
●
●

▽
■
■
４
■
。

●
●
●
●
Ｆ
ｂ

ｇ
■
■
ｑ
●
■

Ｆ
■
け
■
６
６

℃
●
●
①
○
○

Ｆ
Ｂ
●
◆
申
合

。
●
●
●
、
■

ｐ
■
口
４
■
０

■
■
■
●
■
■

■
○
○
○
■
■

●
●
●
Ｆ
●
■

Ｂ
◆
◆
寺
。
●

■
●
。
■
●
■

ａ
４
Ｇ
Ｕ
●
■

●
●
●
■
■
■

●
◆
◆
◆
■
●

●
●
●
ｂ
■
色

●
◆
◆
●
●
■

●
●
Ｇ
Ｆ
ｂ
Ｂ

ａ
勺
。
■
■
●

●
ｐ
ひ
●
◆
ｂ

Ｇ
４
ｑ
。
。
■

■
◆
。
■
●
凸

●
ｏ
ｏ
ｂ
Ｄ
Ｄ

Ｂ
◆
◆
。
①
ｑ

■
ｂ
、
■
●
、

●
Ｃ
ｅ
■
●
心

■
、
Ｆ
■
ゆ
ら

。
。
■
■
ｑ
ｑ

◆
●
。
■
○
勺

●
■
Ｄ
Ｄ
ｂ
Ｇ

０
ｅ
■
■
勺
。

●
ｂ
ｅ
■
ひ
ら

寺
。
●
●
●
●

Ｄ
■
●
■
６
ゆ

り
●
Ｇ
Ｂ
◆
Ｇ

○
○
●
●
。
。

。
。
●
■
。
○

寺
■
●
●
。
。

◆
。
●
。
。
。

●
■
●
■
，
ひ

９
９
●
。
。
。

ｑ
ｇ
●
●
ｑ
①

■
■
●
●
ひ
ら

り
■
●
Ｑ
◆
●

旬
■
。
●
。
●

ｐ
■
■
Ｂ
◆
巾

■
●
●
ｃ
ｅ
Ｄ

や
■
●
●
０
。

■
●
●
ｐ
ｂ
Ｆ

Ｄ
ｂ
ｅ
Ｑ
◆
●

3

◆
■
■
。
■
●

●
●
■
、
●
■

■
■
■
●
●
■

●
①
◆
◆
◆
●

■
■
●
◆
令
包

り
■
●
、
●
寺

３
》
３
油
０
》
３
恥
０
》
０
》

●
北
●
叩
●
叩
●
恥
Ｏ
酌
ゆ
め

３
》
３
和
０
型
３
》
０
》
０
》

●
■
●
Ｄ
ｂ
ｂ

ｎ
々
凡
〕
曲
（
ぐ
、
）
叩
叩
、
“
、
）
恥
恥
耐

●
。
。
。
■
■

色
●
◆
●
①
●

Ｑ
４
ｑ
。
●
●

■
●
◆
●
■
●

ａ
ｑ
Ｑ
。
●
■

ｐ
●
◆
■
■
■

。
。
●
■
●
●

、
◆
◇
■
●
●

。
●
●
●
●
●

Ｂ
◆
◆
令
や
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区 分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級

事務･技術職

主事の職務 主任の職務 主査の職務 課長補佐､係長

及び出先機関の
長

課長(6級に掲げ

られた課長等を除
く。）、主幹及び重

要な業務を担当
する出先機関の

長

次長､重要な職務

を行う課長等及び

特に重要な業務

を担当する出先機
関の長

理事､総括部長、

部長及び重要な
職務を行う次長
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(4)昇給

(5)特殊勤務手当 支給なし

(6)期末手当、勤勉手当

(7)定年退職及び勧奨退職に係る職員手当

(8)その他の手当 扶養手当･管理職手当･住居手当･通勤手当については､一般会計の制度と同じ

区 分 △
計ロ 事務・技術職 技能労務職 備考

本
年
度

職 員 数 (A) (人）

昇給に係る職員数 (B) (人）

号給数別内訳

ｊ
ｍ
ｊ
ｍ
ｊ
１

人
人
人
人

く
如
く
叩
く
叩
く

》
》
《

鎗
稔
稔
給

号
一
号
一
号
一
号

２
》
４
》
６
》
８

比 率 (B )/(A) (%)

3

3

3

●●●■寺●■守口●■■■■●●●●■■■●■●■q■●｡●q●●●●■e●

100

3

3

.……...…..….………………扇..…….........….……………
3

..．….…...･･…．.….｡｡..……･･･竺・･….･･････..･･.･･･………．．….．

.……….....………….………竺......…｡｡…･………….．……．

100

ー

一

ー

P●●■●■●●●由由●C■●■b■p■｡●p､●｡●｡●｡●●●eeeeDpDD●●､●■●q●●■●●●■●■qeee寺◆◆●◆●｡○■｡●●DC●●●

卜●●｡｡●●●●◆OGe◆●●●●｡●●■■■p●b■●台bbb■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■OQQ●●●●◆◆●●●●●●●､b●●◆◆ひ

QOOa●ObbbobDoDbq■●■dddcC●GGce●●号eGgeee

中中口｡■■｡■●■●●■■■■■■■■■■■●●◆参参●●●｡◆●CCC●

前
年
度

職 員 数 (A) (人）

昇給に係る職 ヨ数(B) (人）

号給数別内訳

2号給 （人）
ｊ
》
ｊ
》
１

人
人
人

く
ぃ
ｌ
鈍
く

稔
稔
給

号
呼
号
一
号

４
恥
６
－
８

比 率 (B l/(A) (%)

3

3

3

心●◆◆e･◆eece争｡｡●●｡◆◆●●｡●●●｡●eeeee①GeG●●

一

100

3

3

3
.........……………....……..､竺....….…..…………･……．．”

100

,●●●｡●●申●●●●●●e●ebeDDbbbDe台■bbpF■■p■■●●qGqGeGaG◆辱QeeeGe●◆●◆●由○・●●●p●eeqqeaD0●●

D■●｡｡●●｡●●●●●、●●●●●■DDDDb◆●◆●◆各bCepp■●QQeqe旬qe号◆●●●号●●●●●●①●申●●台■■■b■｡｡■■■■■■■

D●●■●●｡●●GbbGbb●■●●■■■■■■●■＆●早■■PDD■CO■qQqaee●◆の申●◆◆●◆●●◆●◆●◆◆◆●●●●●｡●･■■●■■●●

●G◆◆◆Oeeeee●●｡■●eqqGe●｡●●●●●●●●●●●●●｡●

号号●●●◆e･◆●寺今●●●◆今Ce｡●①①●●●自白｡｡｡●●●●e●匂

区 分
支

6月（月分）

洽期別支経

12月（月分）

・率

3月（月分）
支給率計(月分） 職制上の段階､職務の級等による加算措置

本年度 2.250 2.250 4.50 有
前年度 0.00

一般会計の制度 2.250 2.250 4.50 有

区 分
20年勤続の者

(月分）

25年勤続の者

(月分）

35年勤続の者

(月分）

最商限度

(月分）
その他の加算措置等 備考

支給率等 24.586875 33.27075 47.709 47.709
定年前早期退職特例措置
(2～20％加算）

一般会計の制度
(支給率等）

同上 同上 同上 同上 同上



令和6年度池田町公共下水道事業予定貸借対照表
(令和7年3月31日）

安産の部
千円 千円 千円 千円

固定資産
（1）有形固定資産
イ土 地
ロ建 物
減価償却累計
ハ構 築 物
減価償却累計額
二機械及び装腫
減価償却累計額
ホ車両及び運搬具
減価償却累計額
へ工具、器具及び術品
減価償却累計額
卜建設仮勘定
有形固定資産合計

（2）投資その他の資産
イ投資有価証券
投資その他の資産合計
固定盗産合計
流動盗産
（1）預 金
（2）未 収 金
貸倒引当金
（3）有価証券
（4）前 払 金
流動資産合計
資産合計

1

1,098,944

233,886

7,595,240

476,549

1， 149

0

240,419
△6533

7,794,015
△198775

545,519
△68，970

1,401
△252

０
０

30，062

9,435,830

0

0

9,435,830
2

151,546

19, 192
△200 18,992

0

0

一
睡
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負俄の部
千円 千円 千円 千円

固定負債
（1）企 業 侭
イ建設改良等企業侭
ロその他の企業横
企業債合計
固定負債合計
流動負債
（1）企 業 偵
イ建設改良等企業債
口その他の企業債
企業債合計

（2）未 払 金
（3）前 受 金
（4）引 当 金
イ賞与引当金
ロ法定福利費引当金
引当金合計
流動負債合計
繰延収益
（1）長期前受金
（2）長期前受金収益化累計額
繰延収益合計
負償合計

3

4,118,052

20,241

257, 146

2，000

4, 138,293

4， 138，293
4

259, 146

40，202
0

1，260
251

1,511

300,859
5

4,110,887

△134,059

3,976,828

8,415,980



資本の部
千円 千円 千円

495,825

千円

495,825

6.資 本 金
資本金合計

7.刺 余 金
（1）資本剰余金
イ受剛財産評価額
ロ他会計負担金
ハ補助金
二その他資本剰余金
資本剰余金合計

（2）利益剰余金
イ減債秋立金
ロ建設改良秋立金
ハ当年度未処分
利益剰余金
利益剰余金合計
剰余金合計
盗本合計
負憤資本合計

0

54,947

496,896
0

551,843

０
０

142，720

142,720

694,563

一
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令和5年度池田町公共下水道事業予定開始貸借対照表
(令和6年3月31日）

資産の部
千円 千円 千円 千円

固定資産
（1）有形固定盗産
イ土 地
ロ建 物
減価償却累計
ハ機 築 物
減価償却累計額
二機械及び装世
減価償却累計額
ホ車両及び運搬具
減価償却累計額
へ工具、器具及び術品
減価償却累計額
卜建設仮勘定
有形固定資産合計

（2）投資その他の資産
イ投資有価証券
投盗その他の資産合計
固定資産合計
流勤資産
（1）預 金
（2）未 収 金
貸倒引当金
（3）有価証券
（4）前 払 金
流勤資産合計
資産合計

1

1,098,944

240,419

7,775,833

545,519

1,401

240,419
0

7,775,833
0

545,519
0

1，401
0

０
０ ０

０

9，662，116

0

0

9,662, 116
2

28,269

16，266
0 16,266

0

0



負憤の部
千円 千円 千円 千円

固定負俄
（1）企 業 償
イ建設改良等企業価
口その他の企業償
企業債合計
固定負侭合計
流動負債
（1）企 業 債
イ建設改良等企業侭
口その他の企業債
企業償合計

（2）未 払 金
（3）前 受 金
（4）引 当 金
イ尚与引当金
ロ法定福利費引当金
引当金合計
流勤負債合計
繰延収益
（1）長期前受金
（2）長期前受金収益化累計額
繰延収益合計
負債合計

3

4,263,499
22.241

239,956

1,991

4,285,740

4,285,740
4

241,947

44，535
0

０
０

0

286,482
5

4,086,761
0

4,086,761

8,658,983

－17－
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資本の部
千円 千円 千円

495,825

千円

495,825
資
剰

、
●

６
７

貸 本 金
資本金合計

刺 余 金
（1）資本剰余金
イ受剛財産評価額
ロ他会計負担金
ハ補助金
二その他資本剰余金
資本剰余金合計

（2）利益剰余金
イ減債積立金
ロ建設改良積立金
ハ当年度未処分
利益剰余金
利益剰余金合計
剰余金合計
資本合計
負債資本合計

0

54,947

496,896
0

551,843

０
０

0

0

一

３唖５



←

重要な会計方針及び財務諸表注記

1 重要な会計方針に係る事項に関する注記

当年度より、地方公営企業会計基準を適用して､財務諸表等を作成している。

（1）

イ

固定資産の減価償却の方法

有形固定資産

定額法

主な耐用年数

建物 35年～50年

構築物 10年～50年

機械及び装置 7年～25年

車両及び運搬具 5年

無形固定資産

償却対象資産なし

リース資産

償却対象資産なし

ロ

ノ、

(2） 引当金の計上方法

－19－
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退職給付引当金

退職手当組合に加入しており、当該組合に負担金を拠出し積立金の不足等に応じて発生する追加的

な費用は、一般会計において措置するため計上しない。

賞与引当金

職員の期末手当及び勤勉手当の支給に備えるため、当年度末における支給見込額に基づき、当年度の

負担に属する額を計上している。

法定福利費引当金

職員の期末手当及び勤勉手当に係る法定福利費の支出に備えるため、当年度末における支出見込額

に基づき、当年度の負担に属する額を計上している。

貸倒引当金

債権の不納欠損による損失に備えるため、貸倒実績率等による回収不能見込額を計上している。

イ

ロ

ノ、

一
一

(3） 消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。

2予定キャッシュ・フロー計算書等に関する注記

予定キャッシュ・フロー計算書は、間接法で作成している。

予定貸借対照表等に関する注記

貸借対照表に計上されている企業債（1年内に償還予定のものも含む）のうち、他会計が負担すると見込ま

れる額は、 4， 397， 439千円である。

3



令和6年度池田町公共下水道事業会計予定実施計画明細書
収益的収入及び支出
収 入

(款) ll下水道事業収益

32営菜外収丑

－21－

目 本年度 前年度 比 較
節

区 分 金額
説 明

01下水道使用料 192，092 0 192,092

001下水道使用料 192,092 下水道料金収入
04その他営業収益 261 0 261

002手数料 261

排水設側指定工事店指定手数料

下水道使用料等督促手数料

計 192,353 0 192,353

目 本年度 前年度 比 較
節

区 分 金額
説 明

02他会計負担金 294,384 0 294,384

001他会計負担金 294,384 一般会計繰入金（基準内）
03他会計補助金 89，665 0 89，665

001他会計補助金 89，665 一般会計繰入金（基準外）
05長期前受金戻入 134,059 0 134,059 001受贈財産評価額

戻入

002他会計負担金
戻入

004補助金戻入

005受益者負担金
及び分担金戻入

382

9.575

106,756

17,346

国庫補助金戻入

県補助金戻入

計 518, 108 0 518, 108
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支 出
(款） 21下水道事業費用

目 本年度 前年度 比 較
節

X 分 金額
説 明

01管渠費 7,280 0 7,280

017委託料

018使用料

019賃借料

020修繕費

034保険料

5,599

734

455

429

63

管路鯛査清掃業務、積算システム

保守管理業務、下水道台幌作成婁務

CAD保守ﾈﾌﾄﾜｰﾀ、積算ｼｽﾃﾑ単価利用料

GIS下水道台帳ﾌﾞﾛﾊﾞｲﾀﾞｰ料

現場管理用車両リース料

CAD (ｻｰﾊﾞｰ､ｸﾗｲｱﾝﾄ） ﾘｰｽ料

災害用マンホール蓋修繕

現場管理用車両保険料
02処理場費 178,632 0 178，632

012備消品費

014光熱水費

016通信運搬費

017委託料

018使用料

020修繕費

024動力費

026材料饗

034保険料

770

34

640

136, 177

1．041

24，747

14,834

110

279

水質試験薬品、管理消耗品
電気・機械用消耗品

浄化センターガス使用料

耽酷料、インターネット使用料等

処理施設保守管理委託
水質検査委託等

MP緊急通報用情報腿僧サービス使用料

下水道股傭台根システムクラウド利用料

ポンプ類修繕
2池歩廊塗装修繕

浄化センター電気料

非常用発愈燃料等

浄化センター設備補修用

建物災害共済保険



(款) 21下水道事業費用
（項） 01営業費用 (単位：千円）
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目 本年度 前年度 比 較
節

区 分 金額
説 明

03総係費 28,791 0 28,791

001給料

002手当

004賞与引当金繰入額
005法定福利費引当金
繰入額

006法定福利費

007報酬

008旅費

010報償費

012備消品費

013燃料費

015印刷製本費

016通信運搬費

017委託料

018使用料

020修繕費

9,703

8,090

1，260

251

2，877

15

27

525

784

202

776

173

1,991

787

33

職員給料

扶養手当等

共済負担金

監査委員報酬

職員出張旅費

受益者負担金一括納付報奨金

事務消耗品費

公用車燃料費

納付書印刷等

郵便料等

下水道受益者負担金システム委疵

AMAS保守管理委託等

総合行政情報システム利用料等

公用車車検基本工費
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(款) 21下水道事業費用
葛） 01 ′鴬

32営業外響熈

や

目 本年度 前年度 比 較
節

区 分 金額
説 明

021手数料

032負担金

035公課費

036補助金

037貸倒引当金繰入額

652

340

5

100

200

口座振替手数料等

日本下水道協会負担金等

公用車重量税

西濃水産漁業協I司組合

漁業育成助成金

04減価償却費 274,530 0 274，530 001有形1劃定資産賦仙

償却費 274,530

建物・構築物・機械及び装置。
車両運搬具等の減価償却費

計 489,233 0 489，233

目 本年度 前年度 比 較
節

区 分 金額
説 明

01支払利息及び企業債
取扱諸費

54，427 0 54，427

001企業債利息 54，427 企業債償還利息
02消費税及び地方消費税 5，563 0 5，563 001消費税及び地方

消費税 5,563

計 59，990 0 59，990



03特テ
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目 本年度 前年度 比 較
節

区 分 金額
説 明

04過年度損益修正損 100 0 100

001過年度損益修正損 100 渦年度調定誤り等

05その他特別損失 4，360 0 4，360
001その他特別損失 4,360 各種引当金等

計 4,460 0 4,460
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資本的収入及び支出
収 入

(款） 31資本的収入
【)1 'fir奏ｲ筐

3) 03 IH1.-

ﾆ自) 0f

07受益者負担金

目 本年度 前年度 比 較
節

区 分 金額
説 明

01企業債 111,700 0 111,700

001企業債 111，700 公共下水道事業債

計 111,700 0 111,700

目 本年度 前年度 比 較
節

区 分 金額
説 明

01他会計負担金 1,992 0 1，992

001他会計負担金 1,992 一般会計繰入金（基準内）

計 1,992 0 1,992

目 本年度 前年度 比 較
節

区 分 金額
説 明

01国庫補助金 11,534 0 11,534

001国庫補助金 11,534 社会資本総合整備事業交付金

02県補助金 431 0 431

001県補助金 431 寺定基盤整備推進交付金

計 11,965 0 11,965

目 本年度 前年度 比 較
節

区 分 金額
説 明

01受益者負担金分担金 12,582 0 12，582

001受益者負担金分担金 12,582 下水道受益者負担金

計 12，582 0 12,582



支 出

gg) C
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目 本年度 前年度 比 較
節

区 分 金額
説 明

01管渠建設改良費 40,000 0 40,000

017委託料

033工事請負費

20.000

20,000

年庇実施詳細設計等

本梼延伸工事等

02処理場建設改良饗 13,068 0 13，068
017委託料 13,068 浄化センター保全管理実施設計

計． 53，068 0 53，068

目 本年度 前年度 比 較
節

ヌ
ー 分 金額

説 明

O1企業債償還金 241,949 0 241,949

001企業債償還金 241,949 企業債償還元金

計 241,949 0 241，949




